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新たに会長に選出された清水武男氏

東京農業について活発な意見交換が行われた

第
１
号
常
任
会
議
員
と
東
京
都
と
の
意
見
交
換
を
実
施

東
京
都
農
業
会
議

　

東
京
都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ

ど
、
第
１
号
常
任
会
議
員
と
、
東

京
都
農
林
水
産
部
長
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
課
長
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
都
農
業
会
議
の
建
議

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
は

こ
の
ほ
ど
、
武
蔵
野
市
の
ス
イ
ン

グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
42
回
通
常

総
会
と
農
業
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
を

開
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
23
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
が
承
認
さ
れ
た
ほ

か
、
24
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
と
し
て
は
「
福

島
復
興
支
援
視
察
バ
ス
ツ
ア
ー
」

の
実
施
や
、
消
費
者
と
共
に
学
ぶ

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
な

会
長
に
清
水
武
男
氏
（
立
川
市
）
を
選
出

　

 

平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
決
定

第
42
回
東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
通
常
総
会

ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、  

理
事
の
互
選
に
よ
り
会
長
に
は
新

た
に
清
水
武
男
氏
（
立
川
市
）
が

選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
副
会
長
に
は

真
利
子
伊
知
郎
氏
（
江
戸
川
区
・

再
任
）
、
岸
野
隆
史
氏
（
日
野
市
・

新
任
）
、
土
屋
正
孝
氏
（
武
蔵
野
市
・

新
任
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は

「
東
京
農
業
に
関
す

る
要
望
」
を
決
議
し

ま
し
た
。

　

要
望
は
、
都
に
対

し
、
担
い
手
に
対
す

る
支
援
の
充
実
な
ど

を
求
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
農
業
経
営

者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
酪
農
学
園

大
学
准
教
授
の
柳
京
熙
氏
を
講
師

に
迎
え
て
「
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
真
実

～
日
本
農
業
の
今
後
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

柳
氏
は
、
今
年
３
月
に
韓
国
と

ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
発
効
し
た
Ｆ

Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
は
と
て

も
対
等
と
は
言
え
な
い
協
定
で
あ

る
と
説
明
し
、
交
渉
内
容
が
類
似

し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
日
本
の
参

加
に
つ
い
て
も
問
題
が
大
き
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。　
　

　

去
る
６
月
５
日
に
全
国
農

業
体
験
農
園
協
会
の
総
会
が

行
わ
れ
、
設
立
か
ら
満
２
年
が

経
過
し
た
▼
こ
の
協
会
は
東

京
都
農
業
会
議
に
事
務
局
が

あ
っ
た
東
京
都
農
業
体
験
農

園
園
主
会
が
母
体
で
、
改
組･

独
立
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る

▼
総
会
終
了
後
に
は
「
園
主

会
」
設
立
か
ら
満
10
周
年
を

祝
う
式
典
が
催
さ
れ
た
が
、
こ

の
10
年
間
で
会
員
は
全
国
約

１
５
０
の
個
人
や
組
織
に
ま

で
達
し
て
い
る
▼
会
員
に
は
、

大
規
模
経
営
の
中
に
農
業
体

験
農
園
を
取
り
入
れ
、
効
率

的
な
農
業
経
営
を
行
っ
て
い

る
農
家
も
多
い
▼
多
く
の
会

員
が
い
る
中
で
、
私
は
農
家
の

奥
さ
ん
が
発
し
た
次
の
一
言
が

忘
れ
ら
れ
な
い
▼
「
私
に
と
っ

て
畑
は
お
荷
物
で
し
か
な
か
っ

た
。
早
く
無
く
な
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
農
業

体
験
農
園
を
開
園
し
た
今
は
、

畑
に
出
る
の
が
何
よ
り
も
楽

し
み
に
な
っ
た
」
▼
「
農
地
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
う
気

持
ち
が
農
地
を
守
る
一
番
の
力

に
な
る
。

あ　

ぜ　

み　

ち

の
内
容
を
中
心
に
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

体
制
強
化
や
生
産
緑
地
の
追
加
指

定
な
ど
に
関
係
す
る
部
署
間
の
連

携
、
さ
ら
に
農
作
物
の
放
射
能
検

査
や
汚
染
堆
肥
の
処
理
な
ど
に
つ

い
て
、
常
任
会
議
員
か
ら
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
の
保
全
管
理
の
徹
底

（
全
地
域
）
と
流
動
化
の
推
進

（
市
街
化
調
整
区
域
・
農
振
農

用
地
区
域
）
に
向
け
て
、
「
農

地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
」

を
農
業
委
員
会
で
８
月
～
10
月

の
う
ち
１
ヶ
月
間
を
設
定
し
、

都
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
月
間
で
は
「
農
地
利
用
状

況
調
査
」
（
農
地
法
第
30
条
）

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
業

委
員
会
が
一
丸
と
な
り
、
農
地

の
保
全
・
利
用
促
進
活
動
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
、
農
地
管

理
の
徹
底
と
流
動
化
に
よ
る
利

用
促
進
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
地
の
管
理
の
徹
底
と
流
動
化
の
推
進
を
！

８
月
～
10
月
は
「
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
」
で
す

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
２
９
号　

平
成
24
年
７
月
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第
３
回
常
任
会
議
員
会
議

 
 

平
成
24
年
６
月
18
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知

事

諮

問

は
、

４

条

３

件

１
０
９
２
・
０
７
㎡
、
５
条
６

件
５
９
５
８
・
１
３
㎡
を
審
議

し
、
許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨

を
決
定
し
た
。

協
議

　

①
農
地
の
保
全
管
理
の
徹
底

（
全
域
）
と
農
地
流
動
化
の
推

進
（
市
街
化
調
整
区
域
・
農
振

農
用
地
）
に
向
け
て
、
本
年
度

も
「
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進

月
間
」
を
設
け
、
都
内
全
域
で

統
一
運
動
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。
②
平
成
24
年
度
ふ

る
さ
と
東
京
む
ら
づ
く
り
塾
活

動
計
画
を
説
明
し
、
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
③
認

定
農
業
者
制
度
の
推
進
に
あ
た

り
、
区
市
町
村
の
取
り
組
み
事

例
お
よ
び
支
援
活
動
の
状
況
を

説
明
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
平

成
23
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村

白
書
の
概
要
を
、
報
告
事
項
で

は
、
野
菜
生
産
農
家
の
出
荷
・

販
売
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
要
望
と
し
て
相

続
税
課
税
強
化
の
動
き
に
対
し

「
相
続
税
課
税
強
化
反
対
と
相

続
財
産
評
価
適
正
化
に
関
す
る

要
望
」
を
決
定
し
、
政
府
・
国

会
へ
要
望
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
４
回
常
任
会
議
員
会
議

 
 

平
成
24
年
７
月
17
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知

事

諮

問

は
、

５

条

14

件

６
３
２
４
・
２
１
㎡
を
審
議
し
、

許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨
を
決

定
し
た
。

協
議

　

①
８
月
17
日
開
催
の
第

１
１
１
回
通
常
総
会
開
催
計

画
・
提
出
議
案
に
つ
い
て
協
議

し
、
原
案
の
と
お
り
総
会
に
提

出
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

②
認
定
農
業
者
の
経
営
改
善

に
対
す
る
重
点
的
支
援
を
柱
と

し
た
「
東
京
都
農
業
政
策
に
関

す
る
建
議
案
」
に
つ
い
て
協
議

し
、
総
会
議
案
と
し
て
提
出
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
は
、
行
政

刷
新
会
議
に
設
置
さ
れ
て
い
る

規
制
・
制
度
改
革
委
員
会
の
動

き
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
報
告

事
項
と
し
て
、
平
成
23
年
度
（
平

成
22
年
産
）
農
作
物
生
産
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
を
求
め
る
要
請
な
ど
決
議

　
　
　

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

　

全
国
農
業
会
議
所
（
二
田
孝
治

会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
全
国
農
業

委
員
会
会
長
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
の
実
現
と
農
村
の
再
生
に

向
け
た
提
案
決
議
」
や
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る 

要
請
決
議
」
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
東
京
都
内
の

農
業
委
員
会
長
と
東
京
選
出
の 

国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
委
員

長
の
吉
田
公
一
氏
や
民
主
党
統
括

副
幹
事
長
の
阿
久
津
幸
彦
氏
を
は

じ
め
５
人
の
国
会
議
員
が
出
席
し
、

東
京
農
業
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
に
言
及

平
成
23
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

　

政
府
は
４
月
24
日
に
「
食
料
・

農
業
・
農
村
白
書
」
を
公
表
し
ま

し
た
。

　

本
白
書
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
が
特
集
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

料
自
給
率
の
向
上
、
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
、
農
業
の
持
続
的
な

発
展
、
都
市
農
業
の
振
興
な
ど
に

つ
い
て
解
説
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
集

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
１
年

～
復
興
へ
の
歩
み
に
向
け
て
～

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
農
業
関

係
被
害
額
は
９
４
７
６
億
円
に
の

ぼ
り
、
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
３
月
末
現
在
で
は
、

被
災
し
た
農
業
経
営
体
の
40
％
が

営
農
を
再
開
し
、
被
災
し
た
農
地

の
39
％
で
除
塩
完
了
ま
た
は
着
工

済
み
と
な
っ
て
い
る
。

食
料
自
給
率
の
向
上

　

供
給
熱
量
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給

率
は
、
現
在
39
％
と
な
っ
て
お
り
、

政
府
は
米
粉
用
米
や
飼
料
用
米
な

ど
の
増
産
に
よ
る
自
給
率
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保

　

食
の
安
全
と
消
費
者
の
信
頼
の

確
保
に
向
け
、
政
府
は
、
生
産
か

ら
消
費
に
わ
た
り
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
リ
ス
ク
管
理
を
実
施
し

て
い
る
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展

　

６
次
産
業
化
な
ど
に
よ
る
所
得

増
大
に
取
り
組
む
農
家
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。

　

ま
た
女
性
の
農
業
分
野
に
お
け

る
活
躍
が
広
が
っ
て
お
り
、
栃
木

県
と
山
口
県
で
は
、
県
内
す
べ
て

の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
女
性
農

業
委
員
が
誕
生
し
た
。

都
市
農
業
の
振
興

　

農
林
水
産
省
は
「
都
市
農
業
の

振
興
に
関
す
る
検
討
会
」を
開
き
、

都
市
農
地
の
保
全
や
都
市
農
業
の

振
興
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。　
　

農
委
会
広
域
連
携
会
議
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、
６
月
か
ら 

７
月
に
か
け
て
都
内
７
地
区
で 

農
委
会
広
域
連
携
会
議
を
開
き
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
平
成
24
年
度
の
農

委
会
活
動
、
都
農
業
会
議
と
農
委

会
の
連
携
活
動
、
認
定
農
業
者
の

支
援
活
動
な
ど
の
ほ
か
、
東
京
都

農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
に
向

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
状
況
を

踏
ま
え
た
協
議
を
進
め
ま
し
た
。 都市農業の課題について積極的な議論が行われた
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都
内
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

関
東
農
政
局
東
京
地
域
セ
ン
タ
ー

静
岡
県
掛
川
市
の
農
業
状
況
・
農
業
委
員
会
の
取
組
み
な
ど
研
究

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

新
農
業
人
フ
ェ
ア

２
０
１
２
開
く

青
年
就
農
給
付
金
事
業
な
ど
が
ス
タ
ー
ト

農
林
水
産
省
「
新
規
就
農
対
策
事
業
」

　

関
東
農
政
局
東
京
地
域
セ
ン

タ
ー
は
、
こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
内

の
青
年
農
業
者
や
女
性
農
業
者
な

ど
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
経
営
規
模
が
拡
大
で
き

る
仕
組
み
や
、
女
性
農
業
者
が
農
業

に
関
す
る
情
報
を
得
ら
れ
る
機
会
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
生
産
緑
地
の
追
加
指
定
や
買

取
申
出
が
出
さ
れ
た
場
合
の
基
金
の

創
設
な
ど
に
つ
い
て
、
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合

会
（
肥
沼
和
夫
会
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
、
静
岡
県
掛
川
市
に
お
い
て

現
地
研
究
を
開
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
平
成
16
年
に
創
立

さ
れ
た
「
道
の
駅
掛
川
」
を
研
究

し
ま
し
た
。「
道
の
駅
掛
川
」
は

第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
お
り
、
農
産
物
売
上
高
は

６
億
３
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
田
園
空
間
整
備
事
業
を

活
用
し
地
域
住
民
45
人
で
運
営
し

て
い
る
「
と
う
も
ん
の
里
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、遊
休
農
地
解
消
に
力
を

注
ぎ
、実
績
を
上
げ
て
い
る
掛
川
市

農
業
委
員
会
の
活
動
お
よ
び
掛
川

市
の
農
業
振
興
事
業
に
つ
い
て
、

先
進
事
例
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
24
年

度
の
事
業
と
し
て
、
新
規
就
農
対

策
事
業
を
組
み
立
て
、
新
た
に
青

年
就
農
給
付
金
事
業
な
ど
を
創
設

し
、
注
目
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
新
規
就
農
対

策
事
業
は
、
①
農
の
雇
用
事
業
、  

②
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）
、

③
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始

型
）
、
④
農
地
利
用
集
積
協
力
金
、

⑤
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
金
利
軽
減

（
③
～
⑤
は
市
町
村
で
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
が
必
須
条
件
）

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

農
の
雇
用
事
業

　

農
業
生
産
法
人
や
個
人
が
、  

研
修
生
な
ど
を
正
式
雇
用
し
た 

場
合
、
最
長
２
年
間
月
９
万
７
千

円
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
、

対
象
者
の
社
会
保
険
の
加
入
や 

経
営
者
が
認
定
農
業
者
な
ど
で
あ

る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。

　

都
内
で
は
、
東
京
都
農
業
会
議

が
受
付
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

　

就
農
予
定
時
の
年
齢
が
45
才 

未
満
で
あ
り
、
そ
の
者
が
都
道
府

県
が
認
め
た
農
業
大
学
校
な
ど

で
規
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
年

１
２
０
０
時
間
以
上
研
修
す
る
場

合
に
、
年
１
５
０
万
円
を
支
給
す

る
と
い
う
も
の
で
、
研
修
終
了
後

１
年
未
満
か
つ
45
歳
未
満
で
就
農

し
な
い
場
合
な
ど
は
返
還
と
な
り

ま
す
。
（
東
京
都
に
お
い
て
は
、

農
業
大
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
が

な
い
こ
と
か
ら
平
成
24
年
度
は 

未
実
施
）

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

　

集
落
な
ど
で
今
後
の
農
地
の
集

積
計
画
（
中
心
に
な
る
者
を
位
置

づ
け
）
な
ど
話
し
合
い
、
そ
の
話

し
合
い
を
受
け
て
市
町
村
が
農
地

プ
ラ
ン
を
作
成
・
決
定
す
る
。

③
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始

型
）
※
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

中
心
と
な
る
者
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
が
必
須
条
件

　

45
才
未
満
に
独
立
・
自
営
就
農

を
し
、
就
農
開
始
か
ら
５
年
の
期

間
ま
で
年
１
５
０
万
円
を
給
付
。

独
立
・
自
営
就
農
の
要
件
＝

(1)
所
得
が
２
５
０
万
円
未
満
、

　

全
国
農
業
会
議
所
は
、
６
月
23

日
に
池
袋
に
て
新
規
就
農
希
望
者

の
相
談
に
応
じ
る
「
新
農
業
人

フ
ェ
ア
２
０
１
２
」
を
開
き
ま
し

た
。

　

東
京
ブ
ー
ス
で
は
、
都
内
の
新

規
就
農
者
や
若
手
農
業
者
が
、
新

た
に
農
業
に
就
こ
う
と
す
る
相
談

者
の
質
問
に
応
じ
、
東
京
農
業
の

状
況
な
ど
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

「とうもんの里」で担当者の話を聞く参加者

熱心に相談する参加者

参加者からは都市農地の保全などについて、
様々な意見が出された

(2)
親
族
以
外
（
相
続
除
く
）
よ
り

農
地
の
所
有
権
・
利
用
権
な
ど
を

取
得 

(3)
本
人
名
義
で
の
出
荷
（
通

帳
管
理
）
(4)
機
械
を
自
己
所
有
な

ど
。
（
停
止
あ
り
・
返
還
な
し
）

　

給
付
金
（
②
・
③
）
は
、
対
象

者
す
べ
て
に
給
付
さ
れ
る
わ
け
で

な
く
、
農
林
水
産
省
の
予
算
の
範

囲
内
で
対
象
者
に
給
付
。
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市民８５人が市内農業との触れ合いを楽し
んだ

８
月
～
９
月
の
日
程

８
・
２ 

㈭ 

区
内
農
業
委
員
研
修

８
・
３ 

㈮ 

西
多
摩
農
業
委
員
研
修

８
・
７ 

㈫ 

南
多
摩
農
業
委
員
研
修

８
・
９ 

㈭ 

北
多
摩
農
業
委
員
研
修

８
・
17 

㈮ 

通
常
総
会

　
　
　
　
　

 

常
任
会
議
員
会
議　

８
・
23 

㈭ 

女
性
農
業
委
員
研
究
会

８
・
30 

㈭ 

農
地
流
動
化
会
議

８
・
31 

㈮ 

担
い
手
支
援
協
議
会

　
　
　
　
　

 

主
任
職
員
協
議
会　

９
・
７ 

㈮ 

農
委
会
職
員
現
地
研
究

９
・
18 

㈫ 

常
任
会
議
員
会
議

９
・
28 

㈮ 

農
地
部
会
長
研
究
集
会

市
議
会
議
員
が
市
内
農
業
を
学
ぶ

府
中
市
農
業
見
学
会

三
鷹
市
で
「
都
市
農
業
を
育
て
る
市
民
の
つ
ど
い
」
開
く

小
金
井
市
で
農
家
女
性
が
市
民
に
料
理
教
室
開
く

市
民
に
夏
野
菜
振
舞
う

武
蔵
野
市
夏
野
菜
展
示
・
試
食
会

　

武
蔵
野
市
は
こ
の
ほ
ど
、
夏
野
菜

の
立
毛
品
評
会
で
入
賞
し
た
農
産

物
の
展
示
・
試
食
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
に
市
内
で
収
穫

さ
れ
た
夏
野
菜
を
食
べ
て
も
ら

い
、
武
蔵
野
市
の
農
業
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
同

市
が
は
じ
め
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

同
市
農
業
委
員
会
（
井
口
良
美

会
長
）
や
Ｊ
Ａ
の
ほ
か
、
武
蔵
野

市
給
食
・
食
育
振
興
財
団
が
協
力

し
、
市
役
所
を
訪
れ
た
市
民
に
夏

野
菜
な
ど
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

小
金
井
市
で
は
、
市
内
農
家
の

女
性
を
講
師
と
す
る
料
理
教
室
が

市
民
を
対
象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
元
野
菜
を
農
家
と
一
緒
に
料

理
し
食
べ
て
、
地
産
地
消
の
振
興

　

三
鷹
市
農
業
委
員
会
（
岡
田
源
治

会
長
）
な
ど
が
主
催
し
、
７
月
７
日

に
「
都
市
農
業
を
育
て
る
市
民
の
つ

ど
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
31
回
目
と
な
る
こ
の
「
つ

ど
い
」
は
、
市
民
を
畑
な
ど
に
案
内

し
交
流
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、

当
日
は
、
大
勢
の
親
子
連
れ
な
ど
が

参
加
し
、
野
菜
の
収
穫
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
摘
み
取
り
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

府
中
市
農
業
委
員
会
（
小
林
清

秀
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
同
市

議
会
議
員
を
対
象
に
農
業
見
学
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、同
市
の
農
業
に
つ
い
て
、

市
議
会
議
員
に
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
実
施
さ
れ
、
市
議
会
議

員
や
農
業
委
員
な
ど
43
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
川
禎
明
さ
ん
の
野

菜
経
営
、
松
村
一
夫
さ
ん
の
果
樹

経
営
、
小
牧
利
夫
さ
ん
の
農
業

体
験
農
園
の
ほ
か
、
学
童
農
園
を  

見
学
し
、
農
家
と
活
発
に
意
見
を

交
換
し
て
い
ま
し
た
。

農家と市民が談笑するなか、料理教室は行われた

トマトを収穫し、かぶりつく参加者

 
 

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委

員
会
系
統
組
織
の
情
報
紙
と
し

て
、
昭
和
27
年
に
創
刊
以
来
、

週
刊
紙
の
利
点
を
活
か
し
、
農

政
の
動
き
を
は
じ
め
技
術
・
税

制
の
解
説
な
ど
的
確
で
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
ひ
と
り
一
人
が
情

報
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

情
報
の
受
発
信
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
地
域
農
業
の
振
興
に
結

び
つ
く
重
要
な
活
動
で
す
。

　

農
業
委
員
の
各
位
に
は
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
発
行
と

あ
わ
せ
「
農
地
管
理
・
流
動
化

推
進
月
間
」
で
の
、
農
家
相
談

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
農
業
委

員
１
人
１
部
以
上
の
普
及
を
頂

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
月
４
回
発
行
・
年
７
２
０
０
円
）

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及
を
！

　

狛
江
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
農
業

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ラ
リ
ー
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
に
狛
江
市
の
農

業
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
地
元

Ｊ
Ａ
と
同
市
の
協
力
に
よ
り
実
施

さ
れ
、
85
人
が
参
加
し
、
農
産
物

の
収
穫
体
験
や
、
農
業
に
関
す
る

ク
イ
ズ
で
、
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
「
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
野
菜
が
つ
く
ら
れ
て
い

て
驚
い
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
が
農
産
物
の
収
穫
を
体
験

狛
江
市
農
業
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ラ
リ
ー

を
図
ろ
う
と
、
地
元
Ｊ
Ａ
女
性
部

と
同
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
な
ど

が
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

市内農業への理解を深めようと、参加
者から様々な質問が出た


